
44
世代を超え自然と暮らすこころのまち
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◆	第１回度会町議会定例会を開催
◆	国民健康保険税の改正
◆	乳幼児医療費助成拡充のお知らせ
◆	地域交流センター図書貸出の拡充
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平成２２年第１回度会町議会定例会が、去る３月９日から
１６日までの８日間で開催され、平成２２年度当初予算案や
平成２１年度補正予算案、条例改正案などについて審議し、
それぞれ原案どおり可決・承認されました。

平成22年第１回
度会町議会定例会を開催

『
わ
か
り
や
す
い
政
治
』を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

平
成
22
年
度
の
行
政
課
題
と
し

ま
し
て
は
、
国
が
平
成
21
年
度
の

経
済
危
機
対
策
と
し
て
打
ち
出
し

た
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
事
業
、
公
共
投
資
事
業
、
き
め

細
か
な
対
策
事
業
に
係
る
平
成
21

年
度
繰
越
事
業
の
執
行
、
宮
リ

バ
ー
度
会
パ
ー
ク
再
生
事
業
、
宮

川
流
域
散
策
ス
ポ
ッ
ト
・
日
帰
り

観
光
コ
ー
ス
の
発
掘
事
業
、
町
営

住
宅
改
築
事
業
、
町
道
等
橋
梁
の

耐
震
化
や
継
続
事
業
で
あ
る
農
山

漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
事
業
の
推
進
、
農
地
荒
廃

防
止
対
策
と
し
て
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
栽
培
の
推
進
、
簡
易
水
道
の

上
水
道
へ
の
移
行
の
た
め
の
施
設

整
備
計
画
策
定
な
ど
山
積
し
て
い

ま
す
。

私
は
、「
創
意
と
工
夫
の
ま
ち

づ
く
り
政
策
」「
よ
り
住
み
よ
い

心
豊
な
ま
ち
づ
く
り
政
策
」「
企

画
力
に
富
ん
だ
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
政
策
」
の
３
つ
の
政
策
を
中

心
と
し
た
『
わ
か
り
や
す
い
政
治
』

数
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
か
ら

は
、「
ガ
イ
ド
の
育
成
」
と
「
宮

川
流
域
の
日
帰
り
観
光
ス
ポ
ッ
ト

づ
く
り
」
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
よ
り
住
み
よ
い
心
豊
な
ま
ち

づ
く
り
政
策
」
で
は
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
本
年

度
中
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
経

年
老
朽
化
の
た
め
、
昨
年
か
ら
計

画
し
て
い
る
城
山
・
谷
山
の
町
営

住
宅
の
改
築
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

「
企
画
力
に
富
ん
だ
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
政
策
」
を
推
進
す
る

た
め
、
現
在
の
産
業
建
設
課
を
産

業
振
興
課
と
建
設
課
に
分
割
し
、

地域資源を守る会組織化に向けた座談会

産
業
振
興
課
が
、
農
林
水
産
・
商

工
労
働
・
観
光
な
ど
を
担
当
し
、

日
帰
り
観
光
、
農
地
荒
廃
防
止
や

獣
害
対
策
、
公
園
再
整
備
な
ど
の

重
点
施
策
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

建
設
課
は
、
道
路
・
河
川
・
住
宅
・

建
築
・
国
土
調
査
な
ど
を
担
当
し
、

町
営
住
宅
改
築
や
国
土
調
査
な
ど
、

生
活
基
盤
整
備
施
策
の
実
施
に
努

め
ま
す
。

国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

８
月
30
日
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
い
て
民
主
党
が
圧
勝
し
、
50

年
に
お
よ
ぶ
自
民
党
政
権
か
ら
民

主
党
、
社
会
民
主
党
、
国
民
新
党

の
連
立
に
よ
る
鳩
山
内
閣
が
発
足

し
ま
し
た
。

鳩
山
内
閣
は
、「
本
当
の
国
民

主
権
の
実
現
」「
内
容
の
と
も
な
っ

た
地
域
主
権
」
を
政
策
の
柱
と
し

て
、国
政
の
運
営
を
「
官
僚
主
導
・

官
僚
依
存
」
か
ら
「
政
治
主
導
・

国
民
主
導
」
へ
と
刷
新
す
る
た
め
、

各
府
省
の
運
営
に
「
政
務
三
役
会

議
」
を
設
置
し
、
事
務
次
官
会
議

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
行
政
刷

新
会
議
に
よ
り
政
府
の
全
て
の
予

算
や
事
業
を
見
直
し
、
税
金
の
無

駄
遣
い
を
排
除
し
、
地
方
に
で
き

る
こ
と
は
地
方
に
ゆ
だ
ね
る
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
国
の
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
９
月
29
日
に

を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
政
治

所
信
と
し
て
お
り
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
各
地
区
で
「
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
」
を
平
成
20
年
１
月
か
ら

11
月
に
実
施
し
、
皆
さ
ま
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
第
２
回
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
も
今
年
の
１
月
16
日
か
ら
始
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

回
は
中
川
地
区
の
注
連
指
か
ら
開

始
し
、
順
次
、
小
川
郷
、
一
之
瀬
、

内
城
田
地
区
と
、
11
月
末
を
目
途

に
終
了
さ
せ
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
方

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

「
創
意
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
に
取
り

組
ん
だ
「
一
之
瀬
川
流
域
の
日
帰

り
観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
」
に
お

い
て
、
川
上
の
「
乙
女
岩
」、
南

中
村
の
「
お
う
む
石
」・「
南
勢
新

四
国
八
十
八
ヶ
所
」・「
東
明
院
」、

火
打
石
の「
火
打
石
」、日
向
の「
牛

草
山
」
の
地
域
で
「
守
る
会
」
な

ど
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
公
募
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

町
長
所
信
表
明
お
よ
び

予
算
編
成
方
針
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閣
議
決
定
さ
れ
た
「
平
成
22
年
度

予
算
編
成
の
方
針
に
つ
い
て
」
に

お
い
て
、
無
駄
遣
い
や
不
要
不
急

な
事
業
を
根
絶
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
工
程
表

に
掲
げ
ら
れ
た
主
要
な
事
項
を
実

現
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
予
算
を

組
み
替
え
、
新
た
な
財
源
を
生
み

出
し
、
既
存
予
算
に
つ
い
て
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
厳
し
く
優
先
順
位
を
見

直
す
と
し
、昨
年
10
月
16
日
に「
平

成
21
年
度
第
１
次
補
正
予
算
の
執

行
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
を
閣
議

決
定
し
、
２
７
，
０
０
０
億
円
ほ

ど
の
補
正
予
算
の
執
行
を
停
止
し

ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
１
日
に
は
、

経
済
の
デ
フ
レ
状
況
や
為
替
市
場

の
急
激
な
変
動
を
踏
ま
え
た
経
済

対
策
の
た
め
、
21
年
度
予
算
の
第

２
次
補
正
を
実
施
す
る
と
し
、

７
２
，
０
０
０
億
円
余
り
の
補
正

予
算
を
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
10
月
23
日
に
は
「
予
算
編

成
等
の
あ
り
方
の
改
革
に
つ
い
て
」

を
閣
議
決
定
し
、
複
数
年
を
視
野

に
入
れ
た
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の

予
算
編
成
を
国
家
戦
略
室
が
原
案

を
作
成
、
閣
僚
委
員
会
で
検
討
の

上
、
閣
議
決
定
す
る
と
し
、
予
算

編
成
・
執
行
プ
ロ
セ
ス
の
抜
本
的

な
透
明
化
・
可
視
化
の
た
め
、
行

政
刷
新
会
議
に
お
い
て
「
事
業
仕

分
け
」
を
全
面
公
開
で
行
う
、
年

度
末
の
使
い
切
り
な
ど
無
駄
な
予

算
執
行
を
排
除
す
る
た
め
、
各
府

省
は
予
算
の
執
行
状
況
を
定
期
的

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
示
、
ま
た

公
共
事
業
の
箇
所
付
け
な
ど
、
予

算
執
行
上
の
重
要
な
決
定
に
つ
い

て
も
開
示
を
行
い
、
各
府
省
に
予

算
執
行
監
視
チ
ー
ム
を
設
置
、
政

策
達
成
目
標
明
示
制
度
を
導
入
し
、

「
政
策
達
成
目
標
」「
達
成
指
標
」

「
達
成
計
画
」
を
定
め
、
事
後
評
価

を
行
い
検
証
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
15
日
に
は
、

「
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
を
閣

議
決
定
し
、
予
算
編
成
の
基
本
理

念
と
し
て
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
」「
新
し
い
公
共
」「
未
来

へ
の
責
任
」「
地
域
主
権
」「
経
済

成
長
と
財
政
規
律
の
両
立
」
を
掲

げ
、
予
算
の
重
点
分
野
を
「
子
育

て
」「
雇
用
」「
環
境
」「
科
学
・

技
術
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
責
任

あ
る
実
施
」「
新
た
な
成
長
戦
略

の
策
定
」
を
行
う
と
し
、
国
家
戦

略
室
を
中
心
と
し
て
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
み
、
重
点
分
野
に
加
え
ア
ジ

ア
全
体
の
活
力
あ
る
発
展
を
促
す

成
長
戦
略
を
示
す
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
予
算
編
成
過
程
を
刷

新
す
る
た
め
、「
事
業
仕
分
け
の

反
映
」「
入
る
を
量
り
て
出
づ
る

を
制
す
」「
予
算
編
成
改
革
」
を

掲
げ
、
国
民
・
納
税
者
の
視
点
に

立
ち
、
国
民
が
自
ら
の
税
金
の
使

い
途
を
自
ら
が
精
査
し
、
自
ら
が

主
体
的
に
決
定
す
る
国
民
中
心
の

予
算
編
成
を
行
い
、
予
算
の
効
率

化
と
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
の

国
の
一
般
会
計
予
算
案
の
フ
レ
ー

ム
を
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど

に
よ
り
、
歳
出
総
額
を
９
２
２
，

９
９
２
億
円
と
し
、
対
前
年
度
よ

り
３
７
，
０
０
０
億
円
余
り
超
過

し
、
子
ど
も
手
当
の
財
源
は
歳
出

削
減
に
よ
り
生
み
出
す
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
戦
後
初
め
て
税
収
を

上
回
る
４
４
３
，
０
３
０
億
円
も

の
国
債
を
発
行
し
、
公
債
依
存
度

は
４
８
．
０
％
に
至
り
、
国
家
財

政
は
危
機
的
な
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

地
方
財
政
は
、
個
人
所
得
の
大

幅
な
減
少
や
企
業
収
益
の
急
激
な

悪
化
な
ど
に
よ
り
、
地
方
税
収
入

や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国

税
収
入
が
引
き
続
き
落
ち
込
む
一

方
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然

増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
定
数
削

減
や
給
与
関
係
経
費
が
大
幅
に
減

少
し
て
も
な
お
、
財
源
不
足
が
過

去
最
大
の
規
模
に
拡
大
す
る
も
の

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
高
い
公
債

依
存
度
、
多
額
の
借
入
金
残
高
な

ど
に
よ
り
、
経
常
収
支
比
率
・
公

債
費
負
担
比
率
・
起
債
制
限
比
率

な
ど
の
指
標
が
悪
化
し
、
財
政
が

硬
直
化
し
て
い
ま
す
。

再生を目指す宮リバー度会パーク

本
町
の
財
政
は
、
歳
入
の
60
％

以
上
が
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
で
あ
り
、
歳
出
に
お
け
る
義

務
的
経
費
が
40
％
を
超
過
し
て
お

り
、
財
政
の
硬
直
化
の
傾
向
が
示

さ
れ
る
中
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
施
策
の
選
択
を
行
い
、
成
果
重

視
の
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

今
後
も
な
お
一
層
こ
う
し
た
状
況

が
続
く
中
で
、
財
源
不
足
に
対
処

し
、
住
民
の
負
託
に
応
え
て
い
く

に
は
、
既
存
事
業
を
そ
の
ま
ま
据

え
置
い
て
新
た
な
行
政
需
要
に
対

応
し
て
い
く
余
裕
は
な
い
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、
施
策
・
事
務
事
業
の

効
率
化
・
取
捨
選
択
・
重
点
化
を

徹
底
し
、
真
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
施
策
に
重
点
配
分
を
行
な
い
ま

す
。平

成
22
年
度
の
収
支
見
通
し
は
、

国
は
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
と
し
て
地
方
交
付
税
を
増
額
す

る
と
し
て
い
る
も
の
の
、
経
済
情

勢
の
悪
化
に
よ
り
、
地
方
交
付
税

の
不
交
付
団
体
が
交
付
団
体
と
な

り
、
増
額
分
は
こ
れ
ら
の
団
体
に

吸
収
さ
れ
、
実
質
的
な
地
方
交
付

税
の
増
額
は
望
め
な
い
状
況
に
あ

り
、
歳
入
総
額
の
減
額
が
見
込
ま

れ
る
と
と
も
に
、
歳
出
に
お
い
て

は
、
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
再
生

事
業
や
町
営
住
宅
の
改
築
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
福

祉
経
費
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
、

介
護
保
険
事
業
費
な
ど
歳
出
総
額

が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
義
務
的

経
費
、
経
常
経
費
の
抑
制
、
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
、
歳
出
削
減

を
図
り
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

施
策
・
事
務
事
業
の

　
効
率
化
・
取
捨
選
択
・

重
点
化
を
徹
底
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平
成
22
年
度
当
初
予
算

平
成
22
年
度
一
般
会
計
に

３
２
億
２
，７
５
９
千
円
を
計
上

●
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，

２
２
７
，
７
５
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

○
交
通
安
全
対
策
車
等
公
用
車
購

入
○
参
議
院
議
員
選
挙
費

○
国
勢
調
査
等
指
定
統
計
費

民
生
関
係

○
子
ど
も
手
当
費

衛
生
関
係

○	

予
防
接
種
助
成
事
業

農
林
水
産
業
関
係

○
遊
休
農
地
等
荒
廃
防
止
対
策
事

業
○
農
山
漁
村
活
性
化
事
業

○
森
林
環
境
創
造
事
業

○
高
齢
林
整
備
間
伐
促
進
事
業

○
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

○
観
光
振
興
対
策

土
木
関
係

○
猪
子
瀬
橋
・
久
留
橋
耐
震
事
業

○
町
道
川
南
線
改
良
事
業

○
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
貸
農
園

整
備
事
業

○
町
営
住
宅
改
築
事
業

消
防
関
係

設
置
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
２
，
２
０
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
３
０
，
４
２
８
千
円
と
し
ま
し

た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

３
７
，
７
３
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
５
８
９
，
７
８
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
０
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

８
３
０
，
９
７
２
千
円
と
し
ま
し

た
。

◎
平
成
21
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

９
，
９
１
８
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
５
８
，
５
６
０
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
平
成
21
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

２
０
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
，
３
４
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
２
１
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

９
５
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

６
３
９
，
４
８
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

◎
平
成
２
１
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

４
，
８
７
１
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
２
４
，
４
６
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
度
会
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

多
様
化
す
る
業
務
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、「
産

業
建
設
課
」
を
「
産
業
振
興
課
」

と
「
建
設
課
」
に
分
割
し
、
効
果

的
な
行
政
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
及
び
度

会
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
月
60
時
間
を
超
え

る
時
間
外
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
職

員
の
そ
の
手
当
の
支
給
割
合
な
ど

を
変
更
す
る
た
め
、
条
文
の
整
備

を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
育

て
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
、
本

年
９
月
１
日
か
ら
、
福
祉
医
療
費

の
助
成
の
う
ち
、『
乳
幼
児
の
医

療
費
の
助
成
』
を
『
子
ど
も
の
医

療
費
の
助
成
』
と
し
、対
象
を
「
小

学
校
就
学
前
（
６
歳
に
達
す
る
年

度
末
）
ま
で
」
か
ら
「
小
学
校
６

年
生
（
12
歳
に
達
す
る
年
度
末
）

ま
で
」
に
拡
大
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◎
度
会
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
消
防
団
員
活
動
の
公
平
性
を

図
る
た
め
、
支
給
額
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

◎
三
重
県
伊
勢
志
摩
地
区
広
域
市

町
村
圏
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い

て本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
三
重

県
伊
勢
志
摩
地
区
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
に
西
田
久
典
さ

ん
（
栗
原
）
を
推
薦
し
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◎
度
会
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

○	

広
域
消
防
負
担
金

教
育
関
係

○
森
添
遺
跡
発
掘
調
査
等
文
化
財

調
査

○
図
書
活
動
等
業
務
委
託

○
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

準
備

●
特
別
会
計

◎
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

８
０
２
，
５
０
０
千
円
と
し
ま
し

た
。

◎
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
４
８
，
７
９
７
千
円
と
し
ま
し

た
。

◎
平
成
22
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
，

２
４
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
９
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

６
９
４
，
８
８
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

◎
平
成
22
年
度
郡
指
導
主
事
共
同
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度
会
町
監
査
委
員
に
山
下
晃
さ

ん
（
大
野
木
）
を
選
任
し
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

◎
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行

為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
職
員
団
体
の
た
め

の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に

つ
い
て
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

芝
山
延
男
議
員

○
学
校
に
太
陽
光
発
電
の
設
置
に

つ
い
て

福
井
秀
治
議
員

○
町
の
森
林
を
生
か
し
た
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

溝
口
周
生
議
員

○
第
３
次
行
革
計
画
終
了
に
あ

た
っ
て

平成22年度 当初予算	 （単位：千円）
区　　　分 本 年 度 前 年 度 比　　較 伸 び 率（％）

一 般 会 計 3,227,759 3,038,485 189,274 6.2
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 802,500 792,402 10,098 1.3
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 148,797 140,602 8,195 5.8
住 宅 新 築 資 金 等 特 別 会 計 6,245 7,143 △ 898 △ 12.6
老 人 保 健 特 別 会 計 194 1,016 △ 822 △ 80.9
介 護 保 険 特 別 会 計 694,889 623,735 71,154 11.4
郡指導主事共同設置事業特別会計 22,201 21,801 400 1.8
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 130,428 126,197 4,231 3.4

合　　　　　計 5,033,013 4,751,381 281,632 5.9

平成22年度 一般会計
	 当初予算歳入歳出内訳表

歳入内訳	 （単位：千円）
区　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

町 　 税 658,168 20.4 △ 1.1
分担金及び負担金 55,277 1.7 △ 6.6
使用料及び手数料 20,804 0.6 △ 8.4
財 産 収 入 2,017 0.1 △ 13.2
寄 附 金 2 0.0 0.0
繰 入 金 46,584 1.4 △ 47.5
繰 越 金 40,000 1.2 △ 20.0
諸 収 入 63,387 2.0 2.2
〈自主財源計〉 886,239 27.5 △ 6.8
地 方 譲 与 税 38,101 1.2 △ 5.9
利子割交付金 2,400 0.1 14.3
配当割交付金 400 0.0 △ 69.2
株式等譲渡所得割交付金 200 0.0 △ 88.2
地方消費税交付金 60,000 1.8 13.2
自動車取得税交付金 13,000 0.4 △ 51.9
地方特例交付金 17,200 0.5 74.0
地 方 交 付 税 1,357,656 42.1 △ 1.4
交通安全対策特別交付金 1,000 0.0 0.0
国 庫 支 出 金 291,958 9.0 177.0
県 支 出 金 199,005 6.2 2.4
町 　 債 360,600 11.2 31.5
〈依存財源計〉 2,341,520 72.5 12.1

合　計 3,227,759 100.0 6.2

目的別歳出内訳	 （単位：千円）
区　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

議 会 費 63,224 2.0 △ 2.2
総 務 費 428,056 13.3 △ 1.6
民 生 費 962,755 29.8 13.5
衛 生 費 255,260 7.9 5.9
農林水産業費 232,836 7.2 10.2
商 工 費 26,709 0.8 23.5
土 木 費 329,666 10.2 30.2
消 防 費 180,315 5.6 △ 20.1
教 育 費 348,080 10.8 △ 1.4
災 害 復 旧 費 1 0.0 0.0
公 債 費 387,438 12.0 4.5
諸 支 出 金 3,419 0.1 △ 13.9
予 備 費 10,000 0.3 0.0
合　　　計 3,227,759 100.0 6.2

性質別歳出内訳	 (単位：千円）
区　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

人 件 費 751,002 23.3 0.6
扶 助 費 343,917 10.6 43.2
公 債 費 387,438 12.0 4.5
〈義務的経費計〉 1,482,357 45.9 9.2
普通建設事業費 477,879 14.8 6.6
（ 補 助 事 業 費 ） 287,163 8.9 183.8
（ 単 独 事 業 費 ） 189,716 5.9 △ 44.8
（県営事業負担金） 1,000 0.0 0.0
（ 受 託 事 業 費 ） 0 0.0 △ 100.0
災害復旧事業費 0 − −
（補助事業費・災害） 0 − −
（単独事業費・災害） 0 − −
〈投資的経費計〉 477,879 14.8 6.6
物 件 費 571,583 17.7 3.7
維 持 補 修 費 41,376 1.3 4.0
補 助 費 等 366,054 11.4 0.0
積 立 金 419 0.0 △ 56.9
投資・出資・貸付金 3,080 0.1 0.0
繰 出 金 275,011 8.5 5.0
予 備 費 10,000 0.3 −
〈その他の経費計〉 1,267,523 39.3 2.8
合　　　計 3,227,759 100.0 6.2
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▷問合先　役場税務住民課（☎６２－２４１４）

平成22年度
国民健康保険税の改正

国民健康保険は、加入している皆さんが病気やケガをしたときに安心して医療が受けられるよう、お互いに助け合
う大切な制度です。
この制度は、加入している皆さんから納めていただく国民健康保険税と国などからの補助金を財源に、加入者の皆
さんに医療機関にかかった医療費の一部を負担していただき、残りの医療費を国民健康保険で支払っています。
町の国民健康保険の財政状況は、少子高齢化の進行に伴い、年々医療費が増加し続け、介護納付金も増加している
ことなどから、極めて厳しい状況が続いています。これまで不足額については、国民健康保険給付費支払準備基金か
ら取り崩し対処してきましたが、今後、健全な町の国民健康保険財政運営を図るためには、医療費の抑制や保険税率
の改正など、加入者の皆さんに一層のご協力をいただかなければならない現状にあります。
社会経済状況の厳しい中での税率改正により、大変な負担をお願いすることとなりますが、制度に対するご理解を
いただくとともに、日ごろからの健康の維持増進に心がけていただき、町の国民健康保険財政の健全化にご協力いた
だきますようお願いします。

国民健康保険の財政状況
町の国民健康保険の財政状況は次のとおりです。

246,754 246,905

216,795 222,689 215,006 222,305

57,361 60,500 60,123 65,522
76,571 77,008

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

国民健康保険給付費支払準備基金保有額

76,923 76,942 77,030

44,950

26,950

88,809

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

１人あたりの国保医療費と国保税額の推移 国民健康保険給付費支払準備基金保有額の推移
　(単位：円) (単位：千円)

1人当り国民健康保険医療費
1人当り国民健康保険税額

（見込） （見込）
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交通安全キャンペーンを実施
町では、春の全国交通安全運動期間中に

交通安全キャンペーンを実施します。
▷実施日時　４月１１日（日）午前１０時３０分～
▷実施場所　グッディ度会店、プライスカット度会店、コメ

リハード＆グリーン度会店
▷問 合 先　役場総務課（☎６２－１１１１）

保険税の算定方法
国民健康保険税は、所得割・資産割・均等割・平等割の４つの区分で算定し、賦課されます。
※介護給付分は、４０歳以上６４歳以下の方が課税の対象となります。
◦所得割
所得に応じて賦課されます。課税年度の前年の総所得金額から基礎控除額３３万円を除いた残りの所得金額に、所
得割率を乗じて算出した金額となります。
◦資産割
所有する固定資産により賦課されます。土地・家屋にかかる固定資産税額に資産割率を乗じて算出した金額となり
ます。固定資産税が賦課されていない方は、資産割は賦課されません。なお、資産を共有されている場合、共有者そ
れぞれに資産割が賦課されます。
◦均等割
加入者１人につき一定の均等割額が賦課されます。
◦平等割
加入世帯１世帯につき一定の平等割額が賦課されます。

税率の改正点
平成２２年度の町の国民健康保険税率などは次のとおりです。

平成22年度国民健康保険税の改正

課税区分 課税標準
医療給付分 介護給付分 後期高齢者支援金分

改正前
（平成21年度まで）

改正後
（平成22年度から）

改正前
（平成21年度まで）

改正後
（平成22年度から）

改正前
（平成21年度まで）

改正後
（平成22年度から）

所 得 割 所得に応じて 3.9% 4.5% 1.1% 1.1% 1.0% 1.3%

資 産 割 固定資産税額
（償却資産を除く） 28.0% 32.0% 9.0% 9.0% 7.0% 8.0%

均 等 割 加入者1人につき 21,000円 23,400円 8,100円 8,100円 5,400円 6,400円
平 等 割 加入世帯1世帯につき 17,400円 20,400円 4,800円 4,800円 4,500円 5,400円
※介護給付分は据え置きとなります。

４月６日（火）～15日（木）

運動の重点
◦全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底
◦自転車の安全利用の推進
◦飲酒運転の根絶

⁴⁄₁₁㈰
春の全国交通安全運動

悲惨な交通事故をなくそう！
三重県内における交通死亡事故の増加数が、全国

ワースト２位になるなど尊い人命が交通事故によって
失われています。
早めのライトの点灯やライトのこまめな切り替え、

反射材の着用など、運転者も歩行者もいち早く確認で
きるようにして交通事故の防止に努めましょう。

7 広
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暖かい春の日に、子ギツネのダイダイは森へ出かけま
した。そこで出会った動物たち。始めは意地悪だったけ
ど・・・。
友達とのきずなを描いた一冊です。
出会いの春。たくさん友達できるかな。

お薦めの絵本
『ともだちぐんぐん』

西内ミナミ／作　和歌山静子／絵

図書室だより

▷貸 出 日　毎週土曜日午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休 館 日　日曜・祝日
▷問 合 先　町地域交流センター

（☎６３－００７０）

妊
婦
の
健
康

管
理
の
充
実
や

経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町

で
は
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日

か
ら
そ
の
助
成
す
る
検
査
項
目
を

拡
充
し
ま
す
。

近
年
、
出
産
年
齢
の
上
昇
な
ど

か
ら
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理
が
よ

り
重
要
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、
経

済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
健
診
を

受
け
な
い
人
も
見
ら
れ
、
母
体
や

胎
児
の
健
康
確
保
を
図
る
上
で
、

妊
婦
健
診
の
重
要
性
・
必
要
性
が

よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦
や

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
上
で
、
妊
婦
健

診
の
受
診
は
大
切
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、
妊

婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
─
１
１
１
２
）

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助
成

検
査
項
目
を
拡
充

町
で
は
、
昨
年
の
５
月
か
ら
毎

月
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
図
書
の

貸
出
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
さ
ら

な
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
４
月
か
ら
図
書
の
貸

出
を
毎
週
土
曜
日
に
拡
充
し
ま
す
。

図
書
を
借
り
る
た
め
の
手
続
き

は
、「
広
報
わ
た
ら
い
」
平
成
21

年
５
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
図
書
の
閲
覧
・
返
却

開
館
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時

▽
図
書
の
貸
出

毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
～
５
時

▽
問
合
先

町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
─
０
０
７
０
）

町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

図
書
の
貸
出
を
４
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
拡
充

子どもを安心して産み、育てやすい

環境を作るため、本年９月１日から、

福祉医療費の助成のうち、『乳幼児の

医療費の助成』を、『子どもの医療費の助成』とし、助

成の対象を「小学校就学前（６歳に達する年度末）まで」

から「小学校６年生（１２歳に達する年度末）まで」に

拡大することとしました。

制度の改正により、新たに対象となる方（平成１０年

４月２日から平成１６年４月１日生まれのお子さん）に

は、６月ごろに申請書を発送する予定です。

詳しくは、追って「広報わたらい」・町ホームページ

などによりお知らせします。

※受給資格の対象要件には、保護者の所得制限があり、

助成を受けられない場合があります。

▷問合先　役場税務住民課（☎６２－２４１１）

福祉医療費の助成を改正

９月１日から
『乳幼児の医療費の助成』を
『子どもの医療費の助成』へ

対象を小学６年生までに拡大

8広
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平成22年度　町立小中学校教職員の人事異動

平成２2年度　役場組織の変更および町職員の人事異動
◦役場組織の変更
　４月１日から、産業建設課を廃止し、建設課と産業振興課を新設しました。
◦町職員の人事異動
　３月３１日付けで、次の方々が退職しました。	 【（　　）は前任】

退　　　　　　　職
（棚橋保育所長） 北村　孝子
（給食センター調理員） 西ヶ廣和美
（福祉保健課主事） 若井　芳昭

　４月１日付けで、次のとおり人事異動を行いました。	 【（　　）は前任】
異動および昇格

参 事 級 所 長 ・ 次 長 級
参事 （総務課長） 藤田　心作 棚橋保育所長 （長原保育所長） 見並　久美

課 長・ 課 長 補 佐 級 長原保育所長 （棚橋保育所主任保育士）木本　恵子
総務課長 （産業建設課長） 八木　一夫 棚橋保育所次長 （中之郷保育所主任保育士）岡谷　恭代
税務住民課長 （総務課長補佐） 山下　弘文 主 任 保 育 士 
産業振興課長 （税務住民課長） 山下　和行 長原保育所主任保育士（棚橋保育所主任保育士）小林なつみ
建設課長 （産業建設課長補佐） 中西　　章 棚橋保育所主任保育士（長原保育所主任保育士）松山　朋美

係 長 級 保 育 士
総務課財政係長 （総務課総務係長） 迫本　　晃 中之郷保育所保育士 （棚橋保育所保育士） 石神　　恵
総務課行政係長 （生活環境課主査） 奥田　浩一 調 理 員
税務住民課戸籍住民係長（税務住民課住民係長） 山下依穂子 給食センター調理員 （棚橋保育所調理員） 東出　元美
税務住民課年金保険係長（税務住民課主査） 長谷川陽子 給食センター調理員 （度会中学校用務員） 中野　ふみ
税務住民課資産税係長（税務住民課税務係長） 岡谷　吉浩 用 務 員
税務住民課住民税係長（税務住民課主査） 西村　夏之 度会中学校用務員 （給食センター調理員） 森本　浩子
建設課建設係長 （産業建設課建設係長） 山下　喜市
産業振興課振興係長 （産業建設課振興係長） 作野　和幸
産業振興課農林係長 （産業建設課農林係長） 西田　　健

主 査 ・ 主 事 級
税務住民課主査 （出納室主査） 山北　早苗
生活環境課主査 （産業建設課主査） 山口　幸宏
建設課主査 （産業建設課主査） 岡村　卓明
産業振興課主査 （産業建設課主査） 久保　久典
出納室主査 （税務住民課主査） 井口　由子
福祉保健課主事 （新規採用） 橋本　　舞
建設課主事 （産業建設課主事） 倉田　晃旗
産業振興課主事 （新規採用） 辻本健太朗
教育委員会事務局主事（総務課主事） 鳥羽　純矢

　４月１日付けで、次のとおり人事異動を行いました。

学　校　名 転　　　出 転　　　入
職　名 氏　名 着任校 職　名 氏　名 前任校

度会小学校

校　長 竹郷　秀樹 玉城中 校　長 平見　恵子 北浜小
教　諭 奥本　早苗 退職 ※3月31日付け 教　諭 光田ひろみ 五ヶ所小
教　諭 佐波　　保 南海小 教　諭 二見　哲生 南海小
教　諭 北村　裕子 錦小 教　諭 向出その香 迫塩小
教　諭 中川　笑子 穂原小 教　諭 家路ゆりか 飯野小
教　諭 奥村　政貴 五ヶ所小

度会中学校 教　諭 岩森　正治 玉城中 教　諭 奥山　高浩 南島西中
教　諭 松山　純子 玉城中 教　諭 大橋　　潔 県職員
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ＡＢ型は二重人格？

高校生の日常会話から・・・

「私の血液型はＡＢ型です」ＡＢ型と聞くと皆さんはどの

ようなイメージをお持ちになるでしょうか。私は小さいころ

から血液型の話になるといつも「ＡＢ型は二重人格？」と言

われてきました。おそらく何の根拠もなく「Ａ型とＢ型の血

が混ざっているから」などと勝手に思い込まれてきたからで

はないでしょうか。「人格が二重」とは結構厳しい言葉だと

思いませんか。

高校生の会話の中で、血液型占いや性格診断など血液型に

関する情報があふれています。「Ａ型は○○○」、「Ｂ型は○

○○」など血液型でくくって話をしている会話をよく耳にし

ます。私も世の中の流れに乗って、『ＡＢ型自分の説明書』

を読んでみました。当然、「当たっているな」という部分と、

「そうかなあ」と首をかしげる部分がありました。当たり前

です。人間を４つのパターンに分けることはできないのです

から。

私感ですが、自分自身を理解し、自分自身と向き合いたい

心理が働くことから、このような本が売れるのではないかと

思います。

しかし、高校生だけがそのような会話をしているのでしょ

うか。大人であっても多かれ少なかれ、こういった会話で盛

り上がることがあると思いま

す。「血液型による性格診断」

の書物から得た情報が、他の

人の人格まで決め付けてしま

い、偏見や差別の入り口とな

るのではなく、自分自身と向

き合う材料にしていただけれ

ばと思います。そのような視

点で高校生と学校生活を送る

今日このごろです。

リレー連載	 No.26

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／南伊勢高校度会校舎

人
権
に
つ
い
て

考
え
る
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南伊勢高校 度会校舎通信
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テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

２
月
17
日
、
３
年
生
は
社
会
人
と
し
て
の
常
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
た
め
に
、
合
歓
の

郷
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
先
輩
に
あ
た
る
支
配
人
の
中

村
健
一
さ
ん
か
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
格
的
な
会
場
で
フ
ル
コ
ー
ス
の
食

事
を
前
に
、
や
や
緊
張
の
面
持
ち
で
熱
心
に
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。

卒業証書授与式 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

４月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
× × ×

4 5 6 7 8 9 10
× ○ ○ × ○ ○ ×
11 12 13 14 15 16 17
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
18 19 20 21 22 23 24
× ○ ○ × ○ ○ ×
25 26 27 28 29 30
× ○ ○ ○ × ○

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://booklog.jp/users/watarailib

３月１日、第４回卒業証書授与式が行われ、
６２人の卒業生が巣立ちました。今年も式前
には保護者の皆さんに思い出のスライドを見
ていただきました。
卒業生は、入場曲と拍手に迎えられ、堂々と入場しました。各担任の

先生から卒業生一人ひとりが名前を呼ばれ、校長先生から代表生徒に卒
業証書が手渡されました。校長先生から式辞が、来賓からは祝辞が、そ
して在校生からは思い出と感謝の気持ちを込めた送辞が送られました。
卒業生代表は、３年間の思い出や感謝の気持ち、決意などを答辞で述

べました。卒業生は祝福の温かい拍手の中、それぞれの思いを胸に退場
し、式は感動的なものとなりました。

私
は
普
段
、
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
た
食
事
を
あ
ま
り
し
な
い
の
で
、
今
日
の
講

習
は
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
。
料
理
の
盛
り
付
け
な
ど
と
て
も
き
れ
い
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
社
会
人

に
な
っ
た
と
き
に
役
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。（

３
年　

東
谷
紗
季
）

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
と
聞
い
て
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
体
験
し
て
み
て
、「
合
歓

の
郷
」
の
方
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し
く
食
事
が
で
き
ま
し
た
。
食
事
の

作
法
や
礼
儀
な
ど
の
大
切
さ
も
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。	

（
３
年　

山
北
紗
也
佳
）

　
卓
球
部
試
合
結
果

２
月
14
日
、
三
重
県
営
総
合
競
技
場
体
育
館
で
、
第
50
回
中
日
楯
争
奪
卓
球
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
校
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
は
、
64
選
手
が
出
場
し
、
村
井
柊
太
さ
ん
（
２
年
）
が
３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
総
合
学
習
発
表
会

総
合
学
習
の
学
年
テ
ー
マ
、
２
年
生
「
生
き
方
に
学
ぶ
」、
１
年
生
「
地
域
に
学
ぶ
」

に
お
い
て
、
１
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
発
表
す

る
『
総
合
学
習
発
表
会
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
視
聴
覚
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年
生
は
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
１
年
生
は
資
料
を
ま
と
め
た
冊
子
を
使
っ
て
、
班
ご
と
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
１
年
を
通
し
て
、「
お
茶
」「
交
通
安
全
」「
宮
川
」「
ゴ
ミ
問
題
」「
食
品
」
の
５
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
自
分
た
ち

で
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
て
発
表
し
ま
し
た
。
食
品
偽
装
に
つ
い
て
資
料
を
集
め
ま
し
た
が
、
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
身
近
に
た
く
さ
ん
の
偽
装
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
と
て
も
恐
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。	

（
１
年　

實
松
藍
海
・
島
田
テ
リ
シ
ア
）

私
た
ち
の
班
は
、
総
合
学
習
の
中
で
、
手
話
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
で
体
験
し

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
前
日
ま
で
仕
上
げ
ら
れ
な
く
て
大
変
で
し
た
。
発
表
会
当
日
は
、
と
て

も
緊
張
し
て
早
口
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他
の
班
の
発
表
は
、
ス
ラ
イ
ド
や
話
の
内
容
に
そ
れ
ぞ

れ
の
工
夫
が
あ
っ
て
、
楽
し
ん
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。	

（
２
年　

竹
内
真
里
恵
）
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西　
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水
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る
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長
し
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つ

午う
ま

や
こ
ん
と
鳴
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さ
ふ
飴あ

め
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い
く工

大
野
木　

串
田　

冬
扇

春
雪
や
朝あ

さ
げ餉

の
遅お

そ

き
北
の
宿

麻
加
江　

辻
本
久
美
子
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い
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つ

や
第
一
ボ
タ
ン
一
つ
開
け

茶
屋
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河
村　
　

鈴

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

３
月
18
日

皆さん、こんにちは。今回は、わたしの住んで
いる中国海南島を紹介します。
海南島は中国の最南端、ベトナムの東にあり、

昔から「海上の真珠」と呼ばれ、中国唯一の熱帯
のリゾートとして近年脚光を浴びています。１９
８８年広東省から独立し、中国３１番目の省「海
南省」となりました。ハワイ諸島とほぼ同じ緯度
にあり、観光経済特区に指定されて以来、リゾー
ト地として熱い期待が寄せられています。面積は
九州とほぼ同じで、年間平均気温は約２５℃で、
冬がなく、とても過ごしやすいところです。ヤシ
などの熱帯植物、ハイビスカス、ブーゲンビリア
などの南国特有の花々が温かく迎えてくれ、いた
るところにのどかな田園風景も多く、島全体に南
国特有のゆったりとした空気が流れています。
島の南にある三亜（さんあ）は、熱帯の気候と美

しい海浜で知られ、特に亜龍湾はヒルトン、シェ
ラトン、マリオット、ザ・リッツ・カールトンなど
外資系の高級ホテルが建ち並ぶ中国有数のビーチ
リゾートとして人気のある旅行先となっています。
三亜には、森林、動物、温泉、少数民族の風俗や
文化、洞窟など、海浜以外の観光資源もあります。
２００５年には高さ１０８メートルの巨大海上観
音像が完成しており、世界でも有数の高さの仏像
として人気を呼んでいます。海南島の最南端に近
い奇岩の点在する海岸「天涯海角」は風景区とし
て整備され、この地を訪れた清代の多くの文人墨
客の詩文が岩に刻まれています。日本ではまだま
だ知名度の低い観光地としての海南島ですが、ぜ
ひ一度日本の皆さんに訪れて欲しいところです。
わたしはこの海南省の省都で島の北東に位置す

る海口市に住んでいます。海口市内には中国各地

のレストランがあります。また海南島はフルーツ
が豊富で安くておいしいです。リンゴ、ミカン、
バナナ、パイナップルなど、日本でもおなじみの
フルーツに加え、ドラゴンフルーツ、マンゴー、
パパイヤ、ドリアン、マンゴスチン、ジャックフ
ルーツなども食べることができます。市場に行け
ばいろいろな野菜、肉、魚などが手に入ります。
食生活について言えば、「生ものは食べない」「肉
や魚、卵はしっかり火を通す」「生水は飲まない」
「野菜はしっかり洗う」など基本的なことに気を
つけていれば問題ありません。中国に来る前は「中
国の食べ物は危ない」そう思っていたわたしです
が、今の食生活は良い意味で裏切られ、とても満
足いく豊かなものとなっています。気候も良く、
食べ物もおいしく、人々も穏やかでのんびりとし
ているこの海南島での生活を、わたしはとても気
に入っています。
次回は「中国の大学および学生生活」について

紹介します。
ＪＩＣＡ「ワールドレポーター」および「エク

スプロア中国」でわたしの活動についての記事が
紹介されています。ぜひご覧ください。
◦ＪＩＣＡ「ワールドレポーター」
http://worldreporter. j ica.go.jp/blog/
china/2009/09/001896.php

◦エクスプロア中国
http://www.explore.ne.jp/articles/jocv/
jocv35.php

ＪＩＣＡ 国際協力機構
青年海外協力隊　尾崎みつ子

中国滞在記　No.2
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Close Up わたらい

県猟友会度会支部（小岸政裕支部長）は、鳥類の生
息環境の改善や保護、キジの個体数確保を目的に、「鳥
類食餌木植栽事業」および「猟鳥放鳥事業（キジ放鳥）」
を実施しました。
鳥類食餌木植栽事業では、会員約２０人がスコップ
やつるはし、掘削機などを使って、役場周辺の町有地
に、野鳥のエサの実がなるアンズやヤマモモなど６種
類の苗木１８本を植えました。小岸支部長は、「生息

環境の保全に一役買えれば。鳥が集う場所になって欲
しい」と語ってくれました。
また、狩猟や外敵によるキジの個体数の減少を食い

止めようと、支部会員や町職員の手で、獅子ヶ岳の鳥
獣保護区内や川口や栗原など、外敵が少なく、木の芽
などのエサの豊富な場所に合計７５羽のキジを次々に
放しました。

県猟友会度会支部
鳥類保護に食餌木の植栽・キジの放鳥

去る３月３日、アサヒビール（株）が役場町長室を訪
れ、秋に売り上げた缶ビールの売上金の一部、４００，
０００円を寄附金として贈呈しました。
地域の自然環境や文化財などの保護活動を支援する
アサヒビール（株）が、県や宮川流域の各市町が取り組
む環境林整備に活用してもらいたいと寄附されました。
町長は「町内の大半が森林。その整備に利用させて
いただきたい」と感謝の言葉を述べました。
なおアサヒビール（株）は、度会町の他、宮川流域で
森林保全活動を行う４市町、三重県、宮川流域ルネッ
サンス協議会にも寄附されました。ありがとうござい
ました。

アサヒビール（株）
環境林整備に売り上げの一部を寄附

度会小学校園芸委員会の５、６年生１５人が、役場
と町社会福祉協議会に、半年間かけて育てた花のプラ
ンターを計１４個贈りました。
利用者の多い施設などに花を置いてもらい、皆さん

の心が癒されればと、パンジーやビオラ、ノースポー
ル、ワスレナグサの４種類の花を寄贈しました。
この日役場玄関で行われた贈呈式では、委員会から、

昨年９月に種をまいてから毎日欠かさず水やりや草引
きをして育てた活動の報告や世話の仕方などが話さ
れ、町長、町社会福祉協議会事務局長にプランターを
手渡しました。
委員会は、このほか町中央公民館や町内の福祉施設

や企業などにも贈る予定をしています。

度会小園芸委員会
育てた花を寄贈
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Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　４月２２日（木）
午後１時～３時
▶開催場所
県伊勢庁舎ヘルスサポート室
▶内 容　専門医・保健師による
個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。
▶予約・問合先
伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７−５１４８）

度会町次世代育成支援
地域行動計画（後期）を策定
町では、次代の社会を担う子ども

が健やかに生まれ、育成される社会
の実現に向けた集中的・計画的な取
り組みを進めるために「度会町次世
代育成支援地域行動計画（後期）書」
を策定しました。策定にあたり募集
しましたパブリックコメントでは、
皆さんから貴重なご意見をいただく
ことができました。いただきました
パブリックコメントに関する詳しい
内容は、町ホームページをご覧くだ
さい。策定した計画書は、役場福祉
保健課窓口、町中央公民館、町地域
交流センター図書室、町ホームペー
ジで閲覧することができますので、
ぜひご覧ください。
▶問 合 先　役場福祉保健課
（☎６２−２４１３）

着物リフォーム教室
参加者募集
▶開催日時　６月から１０月の第２・
第４月曜日
午前１０時～午後３時
▶開催場所　伊勢リサイクルプラザ
（伊勢市西豊浜町）
▶持参するもの　裁縫道具、ポータ
ブルミシン
▶定 員　１０人
※応募者多数の場合は抽選
▶参 加 費　毎月３００円
▶申込方法　官製はがきに住所、氏
名、電話番号を明記し郵送
▶申込締切日　５月１０日（月）
※当日消印有効
▶抽 選 日　５月２４日（月）
午後１時から公開抽選
※初めて参加する方のみ
▶申込・問合先
〒５１５−０５０５伊勢市西豊浜
町６５３　伊勢リサイクルプラザ
（☎３８−２８００）

子育て支援教室
『小麦粉粘土で遊ぼう』を開催
▶開催日時　４月１６日（金）午前
１０時３０分～１１時３０分

▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない
１歳以上のお子さんとその保護者

▶内 容　小麦粉で粘土を作って
遊ぶ

▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間
４月５日（月）～９日（金）

▶申込・問合先
町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

食品表示１１０番を
ご利用ください
「間違った表示の食品が販売され
ていた」「食品を販売するのに表示
方法がわからない」など、食品の表
示に関する情報提供やお問い合わせ
を受けるホットラインを設置してい
ます。
お気軽にご利用ください。
▶問 合 先
東海農政局三重農政事務所表示・
規格課
（☎０５９−２２８−４３００）

「平成２２年度
度会町カレンダー」のお詫びと訂正
「平成２２年度度会町カレンダー」
１０月のページ最下段「今月の納税」
の記事の中、「固定資産税　第３期」
は誤りで、正しくは「町県民税　第
３期」でした。
お詫びして訂正します。

ご存じですか
廃消火器リサイクルシステム
老朽化した消火器が破裂する事故
が発生したことなどを受けて、本年
１月１日から廃消火器リサイクルシ
ステムの運用が開始されています。
消火器を廃棄するときは、リサイ
クルシールの貼付が必要となります。
詳しくはお問い合わせください。
▶問 合 先　伊勢市消防本部予防課
（☎２５−１２６３）
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事業主の皆さんへ
労働保険の年度更新をお忘れなく！
労働保険（労災保険・雇用保険）

の平成２１年度確定保険料と平成２
２年度概算保険料の申告と納付の期
間は６月１日（火）から７月１２日
（月）までです。お忘れなく、お早
めに申告・納付をしてください。
年度更新集合受付会
▶開催日時
７月８日（木）・９日（金）・１２
日（月）午前９時～午後４時

▶開催場所
伊勢労働基準監督署ほか

※申告書の記載について不明な場合
は、必要書類などを持参してお越し
ください。
詳しくはお問い合わせください。

▶問 合 先　三重県労働局総務部労
働保険徴収室
（☎０５９−２２６−２１００）

「男女がいきいきと
働いている企業」を募集
女性の能力活用や仕事と家庭の両

立支援などに積極的に取り組む企業
（法人）を認証し、その認証企業（法
人）の中から、さらに知事表彰企業
（法人）を選考します。応募方法など、
詳しくはホームページをご覧くださ
い。
▶応募対象　県内に本店または主た
る事務所があり、県内において事
業活動を行う常時雇用労働者を有
する法人

▶応募方法　企業（法人）からの直
接応募。応募用紙などに記入の上、
郵送または持参により提出

▶募集期間　４月１日（木）～６月
２９日（火）※必着

▶問 合 先
生活・文化部勤労・雇用支援室
（☎０５９−２２４−２４５４）
▶ホームページアドレス
http://www.oshigoto.pref.mie.
jp

小型移動式クレーン
運転技能講習会を開催
▶開催日時および場所
◦学科
５月２７日（木）・２８日（金）／三重
建設労働組合伊勢支部第二会館
◦実技
５月２９日（土）／コマツ建販（株）
▶受 講 料　１８，５００円
▶定 員　５０人（先着順）
▶受講資格　満１８歳以上の方
▶申込に必要なもの　印鑑、受講料、
写真２枚（２．５㎝×３．５㎝）
▶申込・問合先　三重県建設労働組
合伊勢支部（☎２３−５５３５）

平成２２年度前期
危険物取扱者試験を開催
乙種第４類・丙種試験
▶試 験 日　６月１９日（土）
▶試験会場　伊勢市観光文化会館
▶申込期間
４月１５日（木）～２８日（水）
▶提 出 先　（財）消防試験研究セ
ンター三重県支部
※願書・提出方法について、詳しく
はお問い合わせください。
予備講習会
▶開催日時　５月１８日（火）
午前９時～午後５時
▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶講習科目　乙種第４類
▶定 員　１００人
▶受 講 料　４，０００円
※希望者のみ教材費が別途必要
▶申込期間　４月１５日（木）～５
月１１日（火）
▶提 出 先　（社）三重県危険物安
全協会
※申込・提出方法について、詳し
くはお問い合わせください。

▶そ の 他　会場へは、公共交通機
関をご利用ください。
▶試験・予備講習会問合先
伊勢市消防本部予防課
（☎２５−１２６３）

インフルエンザワクチンの
接種費用の助成手続きは
お済みですか
町では、所得の低い世帯の方や中
学校３年生に相当する年齢以下の方
に対して、インフルエンザワクチン
の接種費用を助成しています。
平成２１年度中にインフルエンザ
ワクチンの接種を受けた助成の対象
となる方で、手続きがまだお済みで
ない方は、速やかに申し込みくださ
い。
▶助成対象および助成額
（１）所得の低い世帯（生活保護受
給世帯および住民税非課税世帯）
の方で、当該年度中に新型インフ
ルエンザワクチンの接種を受けた
方／全額助成

（２）（１）以外の中学校３年生に相
当する年齢以下の方で、季節性
および新型インフルエンザワク
チンを接種された方／１回につき
５００円を助成
▶申請に必要なもの
◦印鑑
◦領収書（インフルエンザワクチン
の接種であることがわかるもの）
◦通帳（ゆうちょ銀行以外の口座）
※被接種者が未成年の場合は、口座
名義人が保護者であるもの
◦医療機関が発行した接種済証
※（１）に該当する方のみ
▶申請期限　４月３０日（金）
▶申請窓口　町保健センター窓口
▶問 合 先　役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）

15 広
報わたらい（2010年４月号）



Watarai Information

遊・友・YOU くらぶ

５月２６日（水）
　　　ひよこグループ
５月２７日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用下さ
い。

地区巡回広場わたぼうし

５月　６日（木）
　町地域福祉センター
　　　　　　　一之瀬支所
５月２０日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

３歳６か月児健診
５月１９日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１８年９月・１０月生ま

れのお子さん

乳　児　健　診
５月１９日（水）

受付：午後１時～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診
平成２２年３月生まれのお子さん
◦７か月児健診
平成２１年１０月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

５月７日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作り
お菓子、漬け物などを販売しています。
多数のご来店をお待ちしています。

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時
４月９日（金）・２３日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

固 定 資 産 税　第１期

※口座振替日は、４月２７日（火）
です。預貯金残高の確認をお願い
します。

4月の 町 税
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今 シリーズ
夜の夕食

今月はおもてなし料理を紹介します。エビ入りサラダコロッケでコロッケ
を鳥の形に整え、剣先をくちばしに見立てると子どもたちにも喜ばれます。

度会町食生活改善推進協議会

おもてなし料理　エビ入りサラダコロッケ

材料（４人分）

エビ入りコロッケサラダ
❶食パンを７、８㎜のさいの目に切り、パン粉と混ぜる。
❷ジャガイモはゆでてつぶし、にんじんは小さく切ってゆでておく。
タマネギは薄くスライスして塩でさっともみ、柔らかくしておく。

❸エビは尾（剣先）を残して殻と背ワタを取り、から揚げにする。
❹②をマヨネーズ、塩、コショウで味付けし、８等分にする。
❺④にエビを埋めるようにして形を整える。
❻小麦粉、卵、①の順につけて、１８０℃の油でキツネ色に揚げる。
❼皿に⑥、トマト、ゆでたブロッコリー、にんじんのグラッセ、レモ
ンを添える。

にんじんのグラッセ
❶にんじんは皮をむき、４㎝程度の長さに切り、縦に４つまたは６つ
割りにする。
※面取りをすると仕上がりがきれいになる。
❷鍋にひたひたの水、にんじん、砂糖、バター、塩を入れ、焦がさな
いように煮る。

作り方

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５

おめでた

おくやみ

２月中に届出のあった方（敬称略）

子の名前	 保護者名	 字名

清水　さくら	 正人	 牧　戸

２月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前	 年齢	 字名
上村　タマエ	 ８９	 注連指
山根　良平	 ８０	 田　口
羽根　弘雄	 ７４	 立　花
井戸本　安代	 ９１	 牧　戸
西條　久子	 ７６	 大野木
杉本　確也	 ８０	 上久具
山下　キミ	 ７９	 南中村
川西　浩	 ７８	 棚　橋

■度会町役場
◦総務課	 （代）６２－１１１１
・行政係
・財政係
◦政策調整室	 ６２－２４２３
◦税務住民課
・戸籍住民係	 ６２－２４１１
・年金保険係	 ６２－２４１１
・住民税係	 ６２－２４１４
・資産税係	 ６２－２４１４
◦福祉保健課
・福祉係	 ６２－２４１３
・支援係（地域包括支援センター）
	 ６２－１１１８
・保健係（保健センター）
	 ６２－１１１２
◦生活環境課	 ６２－２４１５
◦建設課	 ６２－２４２０
◦産業振興課
・農林係	 ６２－２４１６
・振興係	 ６２－２４１６
◦出納室	 ６２－２４１０

◦議会事務局	 ６２－１１１３
◦教育委員会事務局
	 （代）６２－２４２２
・学校教育係
・社会教育係
◦夜間・休日宿日直室
	 ６２－１１１４
■保育所
◦棚橋保育所	 ６２－００７４
◦長原保育所	 ６４－００２２
◦中之郷保育所	 ６２－００７０
■地域交流センター
	 ６３－００７０
■社会福祉協議会	 ６２－１１１７
■わたらい緑清苑	 ６２－２２００
■美化センター	 ６２－０２４９
■中央公民館	 ６２－１５８８
■度会小学校	 ６２－０００４
■度会中学校	 ６２－０１９４
■バザールわたらい
	 ６３－０３３３

エビ入りコロッケサラダ
食パン	 適量
パン粉	 適量
ジャガイモ	 ３個（300ｇ）
にんじん	 適宜
タマネギ	 ２分の１個
塩	 少々
エビ	 ８尾
揚げ油	 適量
マヨネーズ
	 大さじ１と２分の１

コショウ	 少々
小麦粉	 適量
卵	 適量
トマト	 適量
ブロッコリー	 適量
レモン	 適量
にんじんのグラッセ
にんじん	 中１本
砂糖	 大さじ１
バター	 大さじ１
塩	 ひとつまみ
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記
桜の咲く４月。いよいよ新年度がスタートしました。
皆さんの家庭でも、保育所や学校、就職、異動など新た
なスタートを切る方もたくさんいることでしょう。
今月号では、新年度予算編成や条例改正をはじめとした
第１回定例会、４月からスタートさせる各種制度の改正な
ど、より良いまちづくりに向けた情報をご紹介しました。
４月４日（日）には「第１５回宮リバー度会パーク春
まつり」も開催されます。皆さんお誘い合わせの上、ご
来場いただき、新年度の幕開けとして大いに盛り上がっ
てスタートしましょう。

人　口	 男　４,３６４（−　７）	 出生　　２
女　４,６４４（−　７）	 死亡　　８
計　９,００８（−１４）	 転入　　６

世帯数２,８１８（±　０）	 転出　１４

成人式を終えたものの、まだ実感がわかない奥山
萌子さん。
奥山さんは、ディスプレイなど電子製品の設計開
発や製造を行う会社に勤められ、忙しい毎日を送っ
ています。

★成人を迎えた感想は
すでに仕事をしているせいか、実感がわきません
でしたが、区切りの年齢として、しっかりしなけ
ればと思っています。

★どんな大人に
責任感のある大人、気の利く女性になりたいです。
今まで育ててくれた親に恩返しをしたいです。

★仕事について
仕事はとても楽しいです。工場で製品に不良がな
いか検査をしています。不良品は、会社の信用に直
結するので、誇りと責任を持って勤務しています。

★私生活について
休日は買い物に行ったり、おいしいものを探して
食べ歩いたりしています。

★最近気になること
最近太ってしまいました。美容やダイエットとい
う言葉に敏感になっています。そろそろ料理がで
きるようにならないといけないと思っています。

★度会町の好きなところは
自然。特に川です。今でも夏になると泳ぎに行き
ます。

★度会町に望むこと
交通の便がもっと良くなればと思います。商業施
設が少ないのが寂しいです。

奥
お く

　山
や ま

　萌
も え

　子
こ

 さん
（上久具）20歳

かがや
びと

わたらい人人輝け輝け
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No.
94

平成２２年２月２８日現在
(　 ) 内は前月比

度会小３年生　アマゴを放流
去る３月１６日、地域の自然を課題に選択した度会小学
校３年生の児童３０人が、宮リバー度会パーク下の宮川で
アマゴの稚魚を放流しました。
この取り組みは、町商工会の「魚の住める川への復興」
を目指した地域振興の一環で、子どもたちに生き物を育て
る大変さを知り、自然環境に興味を持ってもらおうと平成
１２年度から実施されています。
児童らは、町商工会から贈られたふ化したばかりの稚魚
にエサをやり、大切に育てました。
放流のときを迎えたこの日、放流に協力していただいた
町内の養殖業者「あめごの里」の山田さんに「アマゴは何
年生きるのですか」「おなかの斑点はなぜついているのです
か」などさまざまな質問をした後、体長３㎝程度にまで成
長したアマゴに「がんばれ」「大きくなってね」と声を掛け
ながら川へ放しました。


